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ナバルとアビガイルについて 
 

1. １サムエル記の記者は、ナバルの事
を愚かな金持ち、アビガイルの事を聡
明な美しい妻と紹介しています(25:2-
3)。この箇所を読むと、２人のコント
ラストは、ちょうど１サムエル記全体
に表われているサウルとダビデのよう
です。 
 
2. なぜこの２人の事がたくさん書かれ
ているのでしょう(25:2-44)？ダビデ
は他にも何人かの妻があったのに
(25:43-44)。また、アビガイルの息
子キルアブ(2サム3:3)は王にはならな
かったし、特別重要な人物と記録され
ていません。ですから、25章の出来事
そのものが意味深いものであったと言
えるでしょう。 
 
3. 24章と26章では、ダビデはサウル
王を殺す機会があったのに、あえてし
ませんでした。しかし25章では、彼は
礼儀知らず、感謝知らずのナバルを殺
そうとしましたが、アビガイルの知恵
ある謙遜な行動と助言により、留めら
れました。神様はその直後自らナバル
を裁かれました。ナバルの死は、サウ
ル王の身に起こる事の予告のようなも
のでした。25:29でアビガイルが言っ
たように、神様ご自身がダビデの敵に
報われます。これは25章の要点の一つ
です。 
 
4. この長い章のもう一つの目的は、単
純に、アビガイルの素晴らしい信仰と
性質を見せる事かもしれません。ちょ
うど、創世記24章に見られるリベカの
ようです。ダビデにはなぜ他の妻、ア
ヒノアムもいたのかは(25:43, 2サム
3:2)説明されていません。

ナバルはどんな人でしたか？
下のリストで、ナバルを説明しているのは？
愚かで無分別 (25:3, 25)
粗野で無作法(25:3, 10-11, 14)
ダビデに報いるべきだった (25:21)

ダビデに対して正しくない (25:10-11)

自己中心、感謝しらず(25:14-16)
上機嫌で酔っていた (25:36)
物質的、悪党 (25:2, 36, 39)
ルカ 12:20の愚かな金持ちに似ている

ダビデを恐れた (25:10-11)
ダビデに殺された(25:32-34, 39)
主に殺された (25:37-38)
サウル王によく似ている (25:36)

アビガイルはどんな女性でしたか？
下のリストでアビガイルを説明しているのは？
聡明 (25:3, 19, 36-37)
ダビデについて正しい理解 (25:28-31)

サウルについて正しい理解 (25:29)
将来について正しい理解 (25:30-31)
ダビデの助言者 (25:32-33)
ダビデに励ましとなった

行動的、エネルギッシュ (25:18)
若く、美しい (25:3)
謙遜で敬虔 (25:23, 41)
ナバルから救い出された
ダビデにふさわしい妻
ダビデの２番目の妻 (25:42-44)
キルアブの母 (2 サム 3:3)
ダビデの長男の母 (2 サム 3:2)



ナバルは...
２サム25章と左のリストの言葉を参考にして、ナバルがどんな人だったか説明して下さい。

アビガイルは...
アビガイルはどんな女性だったでしょうか？説明して下さい。

適用
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ナバルとアビガイル 
 
夫と妻が全く似ても似つかない夫婦がいたとしたら、それはこのナバルとアビガ
イルでしょう。ナバルは神様を信じない愚か者でしたが、アビガイルは信仰深い、
知恵ある女性でした。下の図は、この２人の特徴を示しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
聖書に出てくるほとんどの夫婦は、似た者同士と言っていいでしょう。アブラハ
ムとサラは、２人とも信仰深かったですし、アハブとイゼベルは２人とも邪悪で
した。聖書の中の、もう一組の似ていない夫婦は、預言者ホセアと不真実な妻ゴ
メルです。ゴメルは罪深い国イスラエルを象徴して、ホセアは神様を象徴してい
ました。神様とイスラエルは、多くの場合何と不釣り合いな関係だった事でしょう！ 
 
１サムエル記25章のアビガイルとナバルの話は、長く、また詳しく書かれていま
す。ホセアとゴメルのように、そこには何か象徴的な意味があるのでしょうか？
しかしその箇所は、特に象徴的な意味合いがあるとは言っていません。また、聖
書を象徴的に解釈するのは、大抵の場合間違っています。25章に出てくる人々は
実際の人々で、私たちは現実の事として理解すべきです。 
 
しかし、ナバルがサウルとよく似ていたのも、明らかな事です。彼は権力はあり
ましたが、無分別で傲慢、自己中心でした。それに比べてアビガイルは、賢くて
信仰深い女性で、ダビデの助言者であるサムエルや他の預言者のようでした。さ
らに彼女は、神様によって悪い夫から救い出されました。神様がナバルを裁かれ
たのです。それはちょうどイスラエルの国が、悪い指導者サウルから 
救い出された事のようです。 
 
ナバルとサウルの明らかに似ている点は： 
　１）２人とも指導者としてふさわしくない者でした。 
　２）２人ともダビデに対して悪い態度を持っていました。 
　３）神様はその２人とも、裁かれました。ダビデを用いずに。 
ダビデはこれらの共通点に気がついていたでしょう。それで彼は25章の出来事か
ら励まされました。さらに、アビガイル自身からも大きな励ましと力を受けまし
た。主は確かにご自身のしもべを導き励まして下さいます。何と素晴らしい事で
しょう！
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